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IPv6の概要
IPv4ユーザーは IPv6に移行することができ、エンドツーエンドのセキュリティ、Quality of
Service（QoS）、およびグローバルに一意なアドレスのようなサービスを利用できます。IPv6
アドレススペースによって、プライベートアドレスの必要性が低下し、ネットワークエッジ

の境界ルータで Network Address Translation（NAT;ネットワークアドレス変換）処理を行う必
要性も低下します。

シスコの IPv6の実装方法については、「ネットワーキングソフトウェア（IOSと NX-OS）」
を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/products/ps6553/products_ios_technology_home.html

IPv6およびこの章のその他の機能については、

•『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照してください。

• Cisco.comの [Search]フィールドを使用して、Cisco IOSソフトウェアマニュアルを特定し
ます。たとえば、スタティックルートについての情報が必要な場合は、[Search]フィール
ドで Implementing Static Routes for IPv6と入力すると、スタティックルートについて調べ
られます。
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IPv6アドレス
スイッチがサポートするのは、IPv6ユニキャストアドレスのみです。サイトローカルユニキャ
ストアドレスおよびマルチキャストアドレスはサポートされません。

IPv6の 128ビットアドレスは、コロンで区切られた一連の 8つの 16進フィールド
（n:n:n:n:n:n:n:n.の形式）で表されます。次に、IPv6アドレスの例を示します。

2031:0000:130F:0000:0000:09C0:080F:130B

実装を容易にするために、各フィールドの先行ゼロは省略可能です。上記アドレスは、先行ゼ

ロを省略した次のアドレスと同じです。

2031:0:130F:0:0:9C0:80F:130B

2つのコロン（::）を使用して、ゼロが連続する 16進フィールドを表すことができます。ただ
し、この短縮形を使用できるのは、各アドレス内で 1回のみです。

2031:0:130F::09C0:080F:130B

IPv6アドレス形式、アドレスタイプ、および IPv6パケットヘッダーの詳細については、
Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/
ios/ipv6_basic/configuration/xe-3e/ip6b-xe-3e-book.htmlを参照してください。

• IPv6アドレス形式

• IPv6アドレスタイプ：マルチキャスト

• Ipv6アドレス出力表示

•簡易 IPv6パケットヘッダー

128ビット幅のユニキャストアドレス
スイッチは集約可能なグローバルユニキャストアドレスおよびリンクローカルユニキャスト

アドレスをサポートします。サイトローカルユニキャストアドレスはサポートされていませ

ん。

•集約可能なグローバルユニキャストアドレスは、集約可能グローバルユニキャストプレ
フィックスの付いた IPv6アドレスです。このアドレス構造を使用すると、ルーティング
プレフィックスを厳格に集約することができ、グローバルルーティングテーブル内のルー

ティングテーブルエントリ数が制限されます。これらのアドレスは、組織を経由して最

終的にインターネットサービスプロバイダに至る集約リンク上で使用されます。

これらのアドレスはグローバルルーティングプレフィックス、サブネット ID、およびイ
ンターフェイス IDによって定義されます。現在のグローバルユニキャストアドレス割り
当てには、バイナリ値001（2000::/3）で開始するアドレス範囲が使用されます。プレフィッ
クスが 2000::/3（001）～E000::/3（111）のアドレスには、ExtendedUnique Identifier（EUI）
64フォーマットの 64ビットインターフェイス IDを設定する必要があります。
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•リンクローカルユニキャストアドレスをすべてのインターフェイスに自動的に設定する
には、修飾 EUIフォーマット内で、リンクローカルプレフィックス FE80::/10（1111 1110
10）およびインターフェイスIDを使用します。ネイバー探索プロトコル（NDP）および
ステートレス自動設定プロセスでは、リンクローカルアドレスが使用されます。ローカル

リンク上のノードは、リンクローカルアドレスを使用します。通信する場合に、グローバ

ルに一意なアドレスは不要です。IPv6ルータは、リンクローカルの送信元または宛先アド
レスを持つパケットをその他のリンクに転送しません。

詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Implementing IPv6
Addressing and Basic Connectivity」の章にある IPv6ユニキャストアドレスに関する項を参照し
てください。

IPv6の DNS
IPv6は、ドメインネームシステム（DNS）のレコードタイプを、DNS名前/アドレスおよび
アドレス/名前の検索プロセスでサポートします。DNSAAAAリソースレコードタイプは IPv6
アドレスをサポートし、IPv4のAアドレスレコードと同等です。スイッチは IPv4および IPv6
の DNS解決をサポートします。

IPv6のステートレス自動設定および重複アドレス検出
スイッチではステートレス自動設定が使用されているため、ホストやモバイル IPアドレスの
管理のような、リンク、サブネット、およびサイトアドレス指定の変更を管理することができ

ます。ホストは独自のリンクローカルアドレスを自動的に設定します。起動元ノードはルータ

に送信請求を送信して、インターフェイス設定をアドバタイズするようルータに要求します。

Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1以降、自動設定された IPv6アドレスには、RFC5453で指定され
ている予約済みインターフェイス識別子の範囲に含まれないインターフェイス識別子が含まれ

るようになります。

自動設定および重複アドレス検出の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration

Library』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic Connectivity」の章を参照してください。

IPv6アプリケーション
スイッチは、次のアプリケーションについて IPv6をサポートします。

• ping、Traceroute、Telnet、および Trivial File Transfer Protocol（TFTP）

• IPv6トランスポートによるセキュアシェル（SSH）

• IPv6トランスポートによる HTTPサーバーアクセス

• IPv4トランスポートによる AAAAの DNSレゾルバ
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• IPv6アドレスの Cisco Discovery Protocol（CDP）サポート

これらのアプリケーションの管理に関する詳細については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6
Configuration Library』を参照してください。

DHCP for IPv6アドレスの割り当て
DHCPv6を使用すると、DHCPサーバーは IPv6ネットワークアドレスなどの設定パラメータ
を IPv6クライアントに渡すことができます。このアドレス割り当て機能により、ホストが接
続するネットワークに基づいて、適切なプレフィックス内での重複しないアドレス割り当てが

管理されます。アドレスは、1つまたは複数のプレフィックスプールから割り当てることがで
きます。デフォルトのドメインおよびDNSネームサーバーアドレスなど、その他のオプショ
ンは、クライアントに戻すことができます。アドレスプールは、特定のインターフェイス、複

数のインターフェイス上で使用する場合に割り当てられます。または、サーバーが自動的に適

切なプールを検出できます。

DHCP for IPv6の設定については、「DHCP for IPv6アドレス割り当ての設定」のセクションを
参照してください。

DHCPv6クライアント、サーバー、またはリレーエージェント機能の設定の詳細については、
Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照してください。

HTTP(S) Over IPv6
HTTPクライアントは要求を IPv4 HTTPサーバーと IPv6 HTTPサーバーの両方に送信し、これ
らのサーバーは IPv4 HTTPクライアントと IPv6 HTTPクライアントの両方からの要求に応答
します。IPv6アドレスを含む URLは、16ビット値をコロンで区切った 16進数で指定する必
要があります。

受信ソケットコールは、IPv4アドレスファミリまたは IPv6アドレスファミリを選択します。
受信ソケットは、IPv4ソケットまたは IPv6ソケットのいずれかです。リスニングソケット
は、接続を示す IPvv4と IPv6の両方の信号を待ち受け続けます。IPv6リスニングソケットは、
IPv6ワイルドカードアドレスにバインドされています。

基本TCP/IPスタックは、デュアルスタック環境をサポートします。HTTPには、TCP/IPスタッ
ク、およびネットワーク層相互作用を処理するためのソケットが必要です。

HTTP接続を確立するには、基本ネットワーク接続（ping）がクライアントとサーバーホスト
との間に存在する必要があります。

詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Managing Cisco IOS
Applications over IPv6」の章を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


